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労働保険の年度更新を予約制で実施
します。
13日（水）15日（金）18日（月）
19日（火）21日（木）22日（金）
10時〜11時40分・13時30分〜16時10分

右
：
厳
し
い
現
状
の
中
、
支
部
と
し
て
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
含
む
方
針
を
の
べ
る

前
川
執
行
委
員
長

上
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
を

徹
底
し
、
開
催
さ
れ
た
第
５２
回
支
部
定

期
大
会

令和２年度スタート
第52回支部定期大会 4

月
26
日
（
日
）、
第
52
回
定
期
大
会
が
清
瀬
久
留
米
支
部
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
参
加
者
16
人
と
少
人
数
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
新
年
度
も
引
き
続
き
K
I
Y
O
K
U
R
U
運
動
に
一
丸
で
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
、
大
会
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
土
建
清
瀬
久
留
米
支
部

の
第
52
回
定
期
大
会
は
4
月
26

日
、
例
年
に
な
い
縮
小
さ
れ
た

人
数
の
中
、
時
間
短
縮
を
考
慮

し
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
令
和
元
年
度
に

け
じ
め
を
つ
け
終
了
と
し
、
令

和
2
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
開
始

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

し
た
。

令
和
2
年
度

を
ス
タ
ー
ト
し
た

も
の
の
、
こ
の
ご

時
世
に
お
い
て
、

我
々
が
活
動
す
ら

出
来
な
い
の
が
現

実
で
す
。
し
か
し
、

今
こ
の
時
に
困
っ
て
い
る
組
合

員
の
方
が
多
々
い
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
こ
ん
な
時
に
東
京
土

建
と
し
て
、
援
助
が
出
来
な
く

と
も
、
手
助
け
と
な
る
サ
ポ
ー

ト
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
国

な
ど
か
ら
の
給
付
金
等
の
問
い

合
わ
せ
を
支
部
へ
確
認
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
例
年
行
っ
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
関
連
に
つ
い
て
も
早
目

の
決
断
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

専
門
部
部
長
に
お
い
て
は
、
今

年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
再

度
確
認
を
し
て
下
さ
い
。
最
悪

今
年
度
は
、
何
も
出
来
な
い
事

態
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

が
、
支
部
へ
問
い
か
け
し
て
下

さ
い
。

今
、
支
部
と
し
て
一
番
必
要

な
事
と
し
て
、
先
程
も
述
べ
ま

し
た
が
、
組
合
員
の
方
々
の
現

状
を
知
る
事
な
の
で
、
問
い
合

わ
せ
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
答

え
て
い
た
だ
く
様
お
願
い
致
し

ま
す
。

最
後
に
、
組
合
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
を
徹
底

し
て
行
っ
て
下
さ
い
。そ
し
て
、

晴
れ
て
皆
様
と
共
に
活
性
化
し

た
組
合
活
動
が
出
来
る
日
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

支
部
執
行
委
員
長

前
川
達
夫

支
部
執
行
委
員
長

前
川　

達
夫
（
三
葉
・
と
び
）

副
委
員
長

尾
芦　

富
雄
（
松
竹
・
電
気
）

川
村　

裕
也
（
三
葉
・
大
工
）

笹
原　

康
弘
（
三
葉
・
塗
装
）

五
十
嵐
留
夫
（
北
浅
・
大
工
）

書
記
長

小
田
澤
陽
一
（
松
竹
・
塗
装
）

書
記
次
長

川
本　

尚
之
（
青
空
・
畳
）

砂
川　
　

恵
（
書
記
）

本
島　

厚
司
（
書
記
）

常
任
執
行
委
員

望
月
慎
一
郎
（
元
塩
・
通
信
）

杉
村　

真
理
（
元
塩
・
造
園
）

徳
武　

弘
士
（
清
里
・
内
装
）

砂
川　

修
治
（
清
里
・
電
気
）

西
部　
　

力
（
滝
山
・
塗
装
）

三
浦　

和
顕
（
滝
山
・
塗
装
）

清
水　
　

純
（
滝
山
・
大
工
）

荒
牧　

孝
好
（
南
町
・
大
工
）

荒
牧　

幸
好
（
南
町
・
大
工
）

石
塚　

貴
紀
（
青
空
・
防
水
）

長
谷
川
重
之
（
青
空
・
ガ
ラ
ス
）

柳
橋　

直
史
（
滝
山
・
塗
装
）

常
任
執
行
委
員
待
遇

柳
本
留
美
子
（
青
空
・
鉄
骨
）

執
行
委
員

小
薗　

照
美
（
元
塩
・
設
計
）

関　
　

敏
郎
（
松
竹
・
地
盤
）

伊
藤　

康
裕
（
清
里
・
管
工
）

畑
田　

義
次
（
滝
山
・
大
工
）

赤
塚　

隆
雄
（
三
葉
・
管
工
）

西
川　

元
一
（
北
浅
・
管
工
）

綱
島　
　

豊
（
南
町
・
大
工
）

橋
口　

昌
之
（
青
空
・
防
水
）

渡
辺　

純
一
（
元
塩
・
塗
装
）

阿
部　

史
夫
（
松
竹
・
畳
）

工
藤　

重
昭
（
清
里
・
解
体
）

篠
田　

守
俊
（
滝
山
・
土
木
）

小
門　

信
一
（
三
葉
・
土
木
）

橋
爪　
　

保
（
南
町
・
通
信
）

野
々
村
博
人
（
青
空
・
内
装
）

佐
藤　

峻
史
（
三
葉
・
塗
装
）

会
計
監
査

清
水　

恒
男
（
南
町
・
塗
装
）

執
行
委
員
待
遇

笹
下　

喜
作
（
青
空
・
電
気
）

石
垣　

市
子
（
元
塩
・
塗
装
）

税制面でのコロナ対策徹底を！
東村山税務署へ緊急要請

令
和
2
年
4
月
20
日
（
月
）、

東
村
山
税
務
署
管
内
の
東
京
土

建
、
民
商
が
中
心
と
な
っ
て
作

っ
て
い
る
「
重
税
反
対
東
村
山

地
区
実
行
委
員
会
」
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

で
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
、

中
小
、
小
規
模
事
業
者
に
対
す

る
、
納
税
猶
予
や
減
免
な
ど
を

求
め
る
緊
急
要
請
行
動
を
取
り

組
み
ま
し
た
。

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
要
請

行
動
参
加
者
も
実
行
委
員
長
と

事
務
局
長
の
2
人
と
し
、
東
村

山
税
務
署
総
務
課
長
に
要
請
文

書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

要
請
内
容
は
①
国
税
庁
が
発

出
し
た
納
税
困
難
者
へ
の
対
応

の
徹
底
す
る
こ
と
②
消
費
税
減

税
又
は
廃
止
を
国
へ
働
き
掛
け

る
こ
と
③
税
務
調
査
の
実
施
に

お
い
て
は
納
税
者
の
実
情
を
十

分
に
理
解
し
た
慎
重
か
つ
柔
軟

な
対
応
を
す
る
こ
と
の
3
点
を

申
し
入
れ
ま
し
た
。

東
村
山
税
務
署
の
舩
木
総
務

課
長
は
「
要
請
は
承
る
。
税
務

署
も
感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。」
と
応
じ
ま
し

た
。
今
後
も
状
況
を
見
て
追
加

の
要
請
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報

も
是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

税
金
経
営
対
策
担
当
書
記

本
島
厚
司

2
0
2
0
年
度
支
部
新
役
員
紹
介

ステイ  ホーム
ステイ  イントウキョウ

That leads us to protect our lives
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こんにちは高倉です
4
月
6
日
よ

り
本
部
か
ら
清

瀬
久
留
米
支
部

に
異
動
し
た
高

倉
一
歩
で
す
。

小
平
支
部
で

1
9
9
8
年
に

採
用
さ
れ
て
以
来
、
武
蔵
野
支

部
、
小
平
東
村
山
支
部
、
本
部

を
経
て
こ
の
た
び
清
瀬
久
留
米

支
部
の
書
記
局
と
し
て
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

清
瀬
久
留
米
支
部
は
イ
ベ
ン

ト
や
お
祭
り
な
ど
若
い
組
合
員

か
ら
多
く
の
参
加
が
あ
り
、
役

員
で
も
若
い
人
が
多
く
東
京
土

建
全
体
で
課
題
と
な
っ
て
い
る

高
齢
化
、
後
継
者
対
策
で
全
都

を
け
ん
引
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の「
東

京
土
建
の
日
」
に
も
オ
ル
グ
書

記
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
組

合
活
動
や
楽
し
い
こ
と
や
交
流

が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
私
は
交
流
会
が
大
好
き

な
の
で
少
し
寂
し
い
で
す
。
人

見
知
り
な
の
で
最
初
は
と
っ
つ

き
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

釣り紀行　ヒメマス

交
流
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
ぜ
ひ
誘
っ

て
く
だ
さ
い
。

一
日
で
も
早
く
皆

さ
ん
の
顔
や
名
前
を

憶
え
て
、
清
瀬
久
留

米
支
部
の
仲
間
と
し

て
認
め
て
も
ら
え
る

よ
う
奮
闘
し
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
皆
さ
ん
と

の
交
流
で
き
る
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。書

記
局　

高
倉
一
歩

～
後
編
～

オ
ッ
サ
ン
も
逃
走
に
一
役
買

い
ま
す
。
ク
ゥ
を
背
中
に
乗
せ

て
全
力
で
走
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
オ
ッ
サ
ン
は
車
に
は
ね
ら

れ
て
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
映
画
の
中
で
、
一
番
悲
し
い

場
面
で
す
。

ク
ゥ
は
逃
げ
場
を
失
い
、
東

京
タ
ワ
ー
へ
と
登
っ
て
行
き
ま

し
た
が
、
途
中
で
力
尽
き
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
時
、
空
か
ら

ク
ゥ
の
父
さ
ん
が
竜
と
な
っ
て

現
れ
、
こ
ち
ら
へ
は
来
る
な
と

ク
ゥ
に
忠
告
を
し
ま
す
。
救
助

隊
に
助
け
ら
れ
無
事
に
降
り
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
し
た
。

噂
で
大
変
な
事
に
な
っ
て
い
て
、

家
に
取
材
や
テ
レ
ビ
局
が
殺
到

し
て
し
ま
い
、
や
む
な
く
テ
レ

ビ
に
出
演
し
た
ク
ゥ
と
上
原
家
。

出
演
者
に
河
童
の
研
究
家
が
い

て
、
河
童
の
腕
の
ミ
イ
ラ
を
持

っ
て
来
ま
す
。
ク
ゥ
は
そ
れ
が

父
親
の
腕
だ
と
気
づ
き
、
腕
を

持
っ
て
テ
レ
ビ
局
を
抜
け
出
し

前
編
の
あ
ら
す
じ

河
原
で
拾
っ
た
石
か
ら
出
て

来
た
河
童
の
ク
ゥ
と
出
会
っ
た

上
原
康
一
は
、
夏
休
み
を
利
用

し
、
岩
手
県
の
遠
野
へ
ク
ゥ
の

仲
間
を
探
し
に
行
き
ま
す
。
し

か
し
残
念
な
が
ら
他
の
河
童
は

見
つ
か
ら
ず
東
京
に
帰
り
ま
し

た
。。
そ
の
頃
東
京
で
は
河
童
の

河
童
の
ク
ゥ
と
夏
休
み　
～
後
編
～

東
久
留
米
市
が
舞
台
の
映
画
で
す

あ
り
、
酸
性
の
水
質
を
嫌
い
ま

す
の
で
、
限
ら
れ
た
所
で
し
か

生
息
で
き
ま
せ
ん
。

私
は
西
湖
と
本
栖
湖
で
釣
り

を
し
ま
す
。
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
を

借
り
て
、
日
の
出
と
同
時
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
西
湖
と
本
栖

ヒ
メ
マ
ス
と
は
ベ
ニ

ザ
ケ
の
陸
封
型
で
す
。
原

産
は
北
海
道
の
阿
寒
湖

と
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
で
す
。

1
9
0
0
年
代
初
頭
に
移

植
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

現
在
生
息
し
て
い
る
の
は
、

十
和
田
湖
、
中
禅
寺
湖
、

芦
ノ
湖
、
西
湖
、
本
栖
湖
、

青
木
湖
で
す
。
ヒ
メ
マ
ス

は
低
温
を
好
み
、
水
深
が

み
な
さ
ん
「
ヒ
メ
マ
ス
」

と
い
う
魚
を
ご
存
じ
で
す

か
。
聞
い
た
事
が
あ
っ
て

も
、
食
べ
た
事
が
あ
る
人

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

店
頭
に
は
絶
対
並
ば
な
い

魚
で
す
。

上
原
家
に
ク
ゥ
宛
で
、
一
通

の
手
紙
が
届
き
ま
す
。「
こ
っ
ち

こ
い
、
す
ぐ
こ
い
、
に
も
つ
で

お
く
っ
て
も
ら
へ
」
と
書
い
て

あ
り
ま
す
。
差
出
人
は
沖
縄
か

ら
で
、
人
間
に
化
け
ら
れ
る
妖

怪
で
河
童
の
仲
間
。
ク
ゥ
が
テ

レ
ビ
に
出
て
い
る
の
を
見
て
、

心
配
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
ク

ゥ
は
そ
の
人
の
と
こ
ろ
へ
行
き

た
い
と
言
い
ま
し
た
。
上
原
家

の
人
達
も
、
人
間
社
会
で
暮
ら

す
よ
り
も
、
自
然
の
中
で
暮
ら

す
の
が
一
番
だ
と
思
い
、
ク
ゥ

を
送
り
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
み
ん
な
に
は
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
必

ず
会
い
に
き
ま
す
か
ら
」
と
言

い
ま
し
た
。
丈
夫
な
箱
に
ク
ゥ

と
、
お
父
さ
ん
の
腕
、
思
い
出

の
写
真
を
入
れ
、
康
一
が
宅
急

便
で
送
り
出
し
ま
し
た
。
こ
れ

で
ク
ゥ
と
の
夏
休
み
も
終
わ
り

で
す
。
ク
ゥ
は
無
事
に
沖
縄
の

ヤ
ン
バ
ル
と
い
う
所
に
着
い
て
、

き
れ
い
な
川
で
泳
ぎ
ま
し
た
。

夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
る

映
画
で
す
。
お
子
さ
ま
と
お
孫

さ
ん
と
、
ご
覧
く
だ
さ
い

松
竹
分
会　

尾
芦
富
雄

湖
で
は
仕
掛
け
が
異
な
り
ま
す
。

西
湖
で
は
コ
マ
セ
が
禁
止
な
の

で
サ
ビ
キ
仕
掛
け
に
イ
ク
ラ
や

サ
シ
を
使
い
ま
す
。
又
は
ス
プ

ー
ン
で
ル
ア
ー
釣
り
で
す
。
本

栖
湖
で
は
コ
マ
セ
O
K
な
の
で

サ
ビ
キ
仕
掛
け
に
カ
ゴ
を
付
け

て
釣
り
ま
す
。

ヒ
メ
マ
ス
は
群
れ
を
な
し
て

回
泳
し
て
い
ま
す
。
船
宿
な
ど

で
情
報
収
集
し
て
、
目
的
の
ブ

イ
に
ボ
ー
ト
を
繋
い
で
ス
タ
ー

ト
で
す
。
ヒ
メ
マ
ス
の
釣
り
は

少
し
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
竿
に

細
い
あ
た
り
が
あ
っ
て
も
少
し

待
ち
ま
す
。
す
る
と
竿
が
よ
が

っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
糸
が
緩

ん
で
き
た
ら
上
げ
ま
す
。「
食
い

上
げ
」
と
言
っ
て
、
ヒ
メ
マ
ス

は
掛
か
る
と
上
が
っ
て
き
ま
す
。

竿
の
上
が
り
方
が
大
き
い
程
大

物
で
す
。

ヒ
メ
マ
ス
は
ベ
ニ
ザ
ケ
の
陸

封
型
な
の
で
身
は
ピ
ン
ク
で
、

脂
の
乗
り
が
良
く
、
旨
い
魚
で

す
。小
型
の
物
は
か
ら
揚
げ
に
、

尺
以
上
の
物
は
刺
身
に
と
美
味

し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

ヒ
メ
マ
ス
は
禁
漁
期
間
が
あ

り
ま
す
。漁
協
に
よ
っ
て
、料
金
、

ル
ー
ル
が
異
な
り
ま
す
。
数
の

少
な
い
魚
な
の
で
、
漁
協
に
問

い
合
わ
せ
て
楽
し
い
釣
り
を
し

ま
し
ょ
う
。

青
空
分
会　

長
谷
川
重
之

自転車保険加入の義務化ご存じですか？
今
年
4
月
か

ら
、
自
転
車
保
険

加
入
が
義
務
化
さ

れ
た
こ
と
を
ご
存

じ
で
す
か
？

東
京
都
の
条
例

改
正
に
と
も
な

い
、
自
転
車
に
乗

る
際
の
保
険
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は

自
転
車
の
事
故
で

高
額
な
賠
償
事
例

が
多
く
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
が
理
由

に
あ
り
、
中
に
は

1
億
円
に
迫
る
賠

償
命
令
が
出
た
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

東
京
土
建
で

も
、
個
人
型
・
家

族
型
の
2
タ
イ
プ

で
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
。
自
転

車
事
故
で
の
補
償
以
外
に
も
、

自
身
が
自
転
車
乗
車
中
に
ケ
ガ

を
し
た
際
の
補
償
、
日
常
生
活

で
第
三
者
に
損
害
を
与
え
て
し

ま
っ
た
場
合
の
個
人
賠
償
も
付

い
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
学
校
が
休
校
に
な
り
、
お

子
さ
ん
が
自
転
車
に
乗
る
機
会

が
増
え
た
…
と
い
う
方
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
。
日
頃
の
交
通

安
全
教
育
も
も
ち
ろ
ん
大
事

で
す
が
、
そ
れ
で
も
起
こ
っ

て
し
ま
う
の
が
事
故
と
い
う

も
の
。
普
段
家
族
が
自
転
車

に
乗
っ
て
い
る
け
ど
、
そ
う

い
え
ば
保
険
に
入
っ
て
い
た

か
な
？
と
い
う
方
は
一
度
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

書
記
局　

村
井
瑛
道


